
「馬」の 字 音 に つ い て

沢 諄 治 郎

1。 は じめに

「馬」という漢字は,字音で「バ」或は「マ」,訓で「 うま」と読むこと

は誰にもす ぐ浮かんで くるのであるが,それなら「馬道」 (メ ドウ)。 「駿

馬」 (ジ ュンメ)な どの (メ )は どこから来たのかという疑間を起し直 ぐ字

典を開いて見ると,漢音 (バ )・ 呉音 (メ )と 出て居 り,字典によっては (マ )

という音を全然黙殺したり,或は例の慣用音とか通音とか云 うことにして片

付けているのを見て,何 とも腑に落ちかねる感じがした。

嘗て私は昭和の初め頃に「馬」 (う ま)の方音の分布状況を知ろうと思っ

て日本全国の主なる所に 100通ほどのアンケー トを発して見たところ,海岸

寄 りの地方は概して 〔uma))で あり,奥地の方は ((mma))と 発音していると

いう大ざっぱな結果を得たことを記憶している。何れにしろ馬の実物は大陸

から移入したものと聞及んでいるので ((mmaDと いう発音は今の中 国語 の

αmttDと いうのと深い関係のあるものに違いないと考えていた。 所がその

(マ )と いう字音が漢音でも呉音でもないとして 冷遇せられているのを見る

と, 日本における漢字音というものの取扱われ方は一体どうなっているのか

と一応の考察を加えて見たくなる。これを世にいう無用な穿撃癖ととられる

ことを恐れるが,それよりも自分の専攻する字音史の中の一つの重要な課題

として恰も潮流の方向を探知するために, 1本のサイダーの空瓶に紙片を封

入 して海中へ投ずるに似た気持で,手の及ぶ限りこの「馬」 1字の字音の動

きを追及して見たいと思 うのである。

2.現 代 の辞書

いつ もやる手順に従って,ま ず基礎的作業として,現代に活用せられてい



52             「馬」の字音について

る日本の辞書 (字書)類の幾つかに「馬」の字音がどう示されているかを検

することにする。そして又,ど うせの序でに比較対照の意味にもなれかしと

「馬」字と最も縁の近い「麻」の字音をも併せて調べて見ることにする。1)

○大 字 典 (上 田・岡田・飯島・栄田・飯田)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (上 声 0馬韻)

②漢音 (ボ ) 呉音 (ム )  (″  ・慶韻)

〔麻〕 漢音 (バ) 呉音 (マ )  (平 声 0麻韻)

〇小柳漢和 (新修漢和大字典)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (上 声 0馬韻)

② ″ (ボ )  〃 (ム)  (上 声)

③通音 (バ・メ)

④慣用音 (マ )

〔麻〕 漢音 (バ)  呉音 (マ )  (平 声)

○詳解漢和 (服部・小柳)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (莫 下切・上声)

②漢音 (ボ )  呉音 (ム)  (満 補切・上声)

③通音 (バ・メ)

④慣用音 (マ )

〔麻〕 ①漢音 (バ)  呉音 (マ)  (莫 加切・平声)

②通音 (マ )

○字  源 (簡野)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (上 声)

②漢音 (ボ )  呉音 (ム )  (上 声)

③通音 (バ・メ・マ)

〔麻〕 漢・呉 (マ )

○新 字 鑑 (塩 谷)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (上 声)

1)韻鏡においては麻と馬とは共に第29転の明母に属 している。



三 沢 諄 治 郎         53

②漢音 (ボ )  呉音 (ム )  (上 声)

〔麻〕 ①漢音 (バ)  呉音 (マ )

②通音 (マ )

○大 明 解 (長沢)

〔馬〕 (音)(バ 0マ 0メ )≪漢音・呉音を示さず≫

〔麻〕 (音)(マ )

○角川中辞典 (貝塚・藤野・小野)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (上 声)

②唐音 (マ )

〔麻〕 慣用音 (マ )        (麻 韻)

○大 漢 和 (諸橋)

〔馬〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (集 韻,母下切)

②漢音 (ボ )  呉音 (モ)  (集 韻,満補切)

〔麻〕 ①漢音 (バ)  呉音 (メ )  (″ ,誤加切)

慣用音 (マ)  (麻 衣・麻布・麻紙 0麻姑)

以上を綜合して見ると漢字辞書では「馬」の字音として漢 音 (バ)呉 音

(メ ),も う一つの漢音 (ボ )呉音 (ム )と するのが圧倒的である。(バ・メ〉

の字音は別に驚くことではないが,別音の (ボ ・ム)(或はモ)はまことに

意外なもので殆どその用例を耳にしたことは無い。然し,現代辞書の大勢が

これを掲げているところを見ると必ずや確たる拠り所があるのであろう。こ

れについては今少し先へ行ってから再考することにしよう。

「馬」字に (マ )の音をとり上げた辞書は「小柳」「詳解」(こ れも小柳氏

担当)「字源」「角川」だけであるのも問題となろう。更に国語辞書の2種

を参考として加えておく。

○新 言 海 (大槻)

① (バ)  馬場・馬術・馬車・天馬 0奔馬・馬借・馬頭観音。

② (メ )  馬頭牛頭・馬鳴菩薩・馬道・駿馬・神馬・龍馬 。主馬寮。

③ (マ) 左馬頭 0天馬・伝馬船。



54             「馬」の字音について

○広 辞 苑 (新村)

“新言海"と 殆ど同じ。

〔麻〕 (マ )に ついての別音は見えぬから省略する。

3。 日本 の古 い辞書

現代辞書の概況を知ったので今度はさかのぼって日本の古い辞書 (字書)

の類はどうなっているかを検しよう。

O新撰字鏡 (平安前期)

〔馬〕 莫加・麻把二反,上声。

〔麻〕 莫可反,平声。

上の反切では「馬」は (バ )と も (メ )と も或は (マ )と も判ぜ られるが,

何れにしても「馬・麻」両音の間に深い関連性のあることだけは知られる。

O倭 名 抄 (平安前期)

〔馬〕 四声字苑,麻之上声。▲雨雅注「牛ヒ馬」和名 (米万)。

〔麻〕 音磨。

これにも「馬・麻」両字の字音の近いことが示されている。但し,牛ヒ馬を

(メ マ)と すれば馬を (マ )と 読んだのか或は (メ ウマ)の省略なのか明

らかでない。

○法華経単字 (平安末期)

〔馬〕 (メ )万価 (切 )。  〔麻〕 (マ )元加 (切 )。

この書の字音は概して “呉 音"と称せられるものが多 く,反切語の「価」

は漢音 (力 )呉音 (ケ )と 解せられる。

○衆分韻略 (鎌倉期)

〔馬〕 馬牛 (ハー) 鸞これはパの表記である≫

〔麻〕 麻 (マ )

○法花音義 (吉野時代)

〔馬〕 馬 (メ )

〔麻〕 麻 (マ ) ▲価 (ケ) 家 (ケ)牙 (ケ )の例がある。
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0温故知新書 (室町・文明頃)

〔馬〕 馬遠 (ハ エン)馬 商 (ハ リン)馬 上蓋 (ハ ンャウナン)

白馬節会 (ハ クハノセチエ) 馬嫁 (ハ カ)。

〔麻〕 麻面 (ハ メン)

○運歩色葉集 (室町,天文頃)

〔馬〕 馬形 (バ ギャウ)馬 面 (バ メン)馬 借 (バ ンャク)

馬蹄 (バ テイ)▲ 馬借 (マ ガン)

その他の節用集 (堺本・鰻頭屋本・易林本 0.乾 本等)は殆ど運歩色葉集と

同趣なのでここには省略する。

O書言字考節用集 (江戸,享保頃)

〔馬〕 馬刀鷹 (バー) 白馬 (ハ クバ) 右馬飼 (ウ バカヒ)

馬場 (バ バ) ▲馬頭 (メ ゾ)馬 刀蛤 (マ テー)

〔麻〕 麻木 (マー)

これらによれば「馬」の漢音 (バ)呉音 (メ ),時 に (マ )と も読み,「麻」

は大抵 (マ ),時 に (バ )と も読む点で各書にあまり差はない。

江戸時代になると漢字音の特別な研究が盛んになって,音韻書の研究と共

に中華の正音に頼ろうとする態度が著しくなり,そ の点で平安時代の「新撰

字鏡」や「倭名抄」の昔に復帰した状態となった。平安時代のは字音を示す

のに反切を以てしているので,仮名のように音価を明らかにすることが出来

ないだけである。

さて,江戸時代の韻学者の示したところを掲げると,

O正字類音集覧 (釈契沖,元禄頃)

〔馬〕 唐音 (マ ア)。

〔麻〕 唐音 (マ ア)。

これは当時の中国の実際音馬 〔m差))を写したものであろう。

○三音正調 (釈文雄,明暦頃)

呉音 〔麻〕 (メ )〔馬〕 (メ )。 (マ )ト ス/L/ハ 非ナリ。

O磨光韻鏡 (釈文雄)
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〔馬〕 漢音 (バ )莫下切,呉音 (メ )莫下切。

〔麻〕 漢音 (バ )莫霞切,呉音 (メ )莫霞切。

○漢呉音図 (太田全斎,文化頃)

〔馬〕 漢音 (ビ ヤ>バ ),呉音 (ミ ヤ>メ )。

左は拗音,右は直音である。 (ビ ヤ)か ら (バ )と なるなら,(ミ ヤ)か

らは (マ )と なる筈と思 うが不審である。 この外,漢・呉音以外の場所に

(マ )を掲記している。

これも序でに後世ながら同系の韻図を示すと,

○隋唐音図 (大矢透,大正頃)

〔馬〕 漢音 (バ),  呉音 (マ )。

〔麻〕 漢音 (バ),  呉音 (マ )。

大矢博士のは詳しい説明がないので明らかでないが,そ の字音は我国に行

われた中古の経文に附されたものに依る由である。馬の呉音に (メ )を採 ら

ず (マ )と した所は特に注目せられねばならない。

4。 漢土 の韻書 と方言

日本の中古の学者や近世の韻学家たちが拠 って以て絶大の規範とした漢土

の韻書の類はどうであろうか,試みに,字音を綜合的に示したものとして隋

唐以来の韻書を開いて見よう。

○切  韻 (王三をとる)(唐 の神龍頃, 8世紀初)

〔馬〕 莫下反。  〔麻〕 莫霞反。

前にも述べたが,こ の二反切は同音であることを示してはいる,然 し莫に

は (バ ク)(マ ク), 下には (力 )(ゲ)の両音があるので, 莫 0霞・下に対

する唐代音価の決め次第で (バ )と も (マ )と も (メ )と もなる。

○説文象韻譜 (五代)

〔馬〕 莫下反。  〔麻〕 莫週反。

○広  韻 (北宋)=「切韻」と同じ。

○集  韻 (北宋)
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〔馬〕 母下切。  〔麻〕 謀迦切。

この両切も同一音価を生じて判別し難いことは「切韻Jの場合と同じであ

る。

上に挙げた韻書類の反切は中古の読書音と呼ばれるもので,実質的には必

ず しも隋唐宋の当代音を正しく表わしたものではない。当時の実際音を知る

ことは容易でなく,随 って日本に伝来したこれらの字音の実際音価を探る仕

:事 も非常に困難なものではあるが,少なくとも唐代首都の実際音と思われる

ものを示す一二の特例が無いでもない。

その一つは,唐代の長安方言を示すといわれる

)○慧琳一切経音義 (唐 )

である。これによれば,

〔馬〕 麻把反。

〔麻〕 麦巴反・馬巴反・罵巴反。

で,馬 と麻とが相互反になっているから,こ の二字が (ア クセン トを除外

すれば)全 く同音といってよいことを語って居 り,恐 らく (バ)(マ )の

両音のうちの何れかを示すのであろうと思惟せられる。

今一つは,唐代に西蔵 (吐蕃)と の会盟が行われた記念碑,有名な

○唐蕃会盟碑 (823年 立碑,唐,長慶 3年 )

の中の人名音訳の文字で,こ の碑の外に,敦建出土「千字文・金岡1経 。阿

弥陀経 。大乗中宗見解」を合せて所謂『唐五代西北方音』の示 す 音 で あ

る。これらには馬字・麻字は直接に示されていないけれども,韻の方から

考えれば,

〔下〕=馬 と同母韻である “下"が千字文ではチベット音 〔ha))に 当てられ

てい る。

〔嘉〕=麻と同母韻である “嘉"が千字文ではチベット音 〔kaDに当てられ

ている。即ち何れも母韻は (←aDで ある。又,頭音の側から見れば,「唇

音の清濁音」即ち「明母」は二種に分かれ,

“

)明 ((meiD  明 ((myeD (千 字文)
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い)武 ((bu))(会盟碑) (大 乗中宗見解)

摩 (('baD  漠 (('bag)) (千 字文)

|⇒ 門 ((mOn)) 門 (('bun)) (千 字文)

文 ((mun)) 文 ((bin)) (会 盟碑)

即ち 1/f)は 音節の終 りに ((nOmOng))な どの尾韻のあるもの,こ れはチベッ

ト音で ((m―))を頭音とし,伸)は尾韻のない音節で,こ れはチベット音の

((b― ))(('b―))を頭音とする。1対 尾韻のある「門・文」の如きは イ)伸 )双方

の特色を兼ねている所から見ると,こ の形は中間過渡的な姿であることが

知られる。

以上のことを日本の漢字音の頭で解釈して見ると,唐・五代の頃の長安地方

の方言のうち「唇音の清濁音」はマ行に発音するものとバ行に発音するもの

との二種類があったということになる。殊に 伸)の方の「摩・漠」はチベッ

ト音 (('b― ))に 当り, これは 〔b―))音 節の “ゆるい声立て"1)と 云われるもの

と思われ,〔 b―))の 前に唇を閉じてゆっくり ((b))を 発音するものと理解せら

れる。 (下記の羅氏解説参看)。

して見れば「唇音の清濁音」は魏晉南北朝までは ((ma))で あったのが次第

に二つに分かれ ((ma))と ((mbaDと なり,更に ((mbaDの αm))が消えて ((ba))

となったと考えられる。 この現象を水谷教授は “非鼻音化"と いう表現をせ

られ,こ の現象は早 く隋唐の頃から訳経の面にあらわれていることを発表せ

られた。D

この「唇音の清濁音Jの語頭について現代の各地方音を観ると,

ゴヒ京 音  (麻 )〔ml)) (馬 )〔m益 ))

江 南 音 (金華) (麻 )〔ma))陽平,(馬 )((ma))陰 上。

アモイ音 (麻 )((ma))((bba))陽 平,(馬 )((ma))((bbe))上 声。

広 州ヽ 音 (麻 )〔ma))陽平,(馬 )((ma))陽上。

1)研究社 “世界言語概説"下巻,p。 960,「 ゅるい声立て」(gradual beginning)。

2)水谷真成 “唐代における中国語語頭鼻音の Denasalization進 行過程"(東洋学

報,第 39巻第 4号。)
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であり,ア モイ音には (バ)(マ )の二音が見 られる外,馬 ((bbe))と いう音

も見える。これは日本呉音の (メ )に近いものであろう。

嘗ては Karlgren氏が調査し,後に又,羅常培氏がその『唐五代西北方音』

の中にも用いた方音表を見ると,

山 西 省  文水 〔mb― ))

″   興県 

“

mb―》

という語頭音があり,こ れらについて同書の中に羅氏は次のように解説して

いる。 (中 文を今拙訳する。)

○「明・泥・疑三母の読法」前に引用した 4種のチベット音の中で,お よそ

明母字の (←n))或は (←n))収 声の附かないものは皆 にb))と 対応し,泥母

字の (←m))或 は 〔―n))収声の附かないものは皆 (('d))と 対応し,而 して疑

母字は収声を論ぜずいかなるものでも一律に凡て (('g))に 変ずる。 この類

の声母の変読は,思 うに唐五代西北方音の一種の特徴であったと考えざる

を得ない。私は前文に於いて,こ の (('b))α 'dDにg))の 前方に在る rD符

号は,鼻音成素を合有したものであることを既に証明し,こ れに因って,

この三母の読音は,現代の文水・興県・平陽の αmb))andD(og))に近いも

のに違いないと悟ることができた。われわれが従来所有して来た方言資料

の中で,前に挙げたところの三つの山西方言以外の陳西・甘粛の方言には

そのような佐証は見当らない。最近,自済洲先生が陳西へ赴いて調査を行

われたが,陳北の安塞・延川・清澗・呉堡・緩徳・米脂などに於いても,

やはり類似の読法がある。これは即ち唐五代の沙州附近の方音から一脈相

伝え来 ったものである。もし,われわれが,他 日,現代の西北方音をば全面

的に精細に調査することを得たならば,思 うに,敦建から東へ,長城の内

側に沿 うて,必ずやこの種の声音の変転に対し一条の手がかりをさぐり出

すことができるであろう。1)

1)羅常培 “唐五代西北方音"p.142-3。 三沢云,収声とは尾韻のこと,又 ((n))

は ((ng))に 当る。
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5。 周秦漢の古音

唐代から更にさかのぼって上代の古音を探るべく,高畑彦次郎博士 の著

『周秦漢三代の古紐研究』を繕くと,

〔馬〕 (上代音)((m差 ))

〔麻〕 ( 〃 )((maD 〔摩〕 (上代音)((mwa))

と見え,古紐即ち上代の頭音は,明母字即ち「唇音の清濁音」では,お しな

べて 〔m―Dと 推定している。

次に,時代は少し降るが,漢晋代の訳経音を満田博士の『支那音韻断』に

よって明母に属するものを拾うと,

目 αmogD  莫 ((maD  摩 ((ma)) 文 αmuD  昧 〔ma))

とあり肝腎の馬・麻そのものは見えぬが,今対照の為めに並母即ち「唇音の

濁音」を拾うと,

毘 〔bi)) 頻 ((宙 ))

と何れも相当に頻用せられ,〔 b》 は重唇音,((vDは軽唇音であるが「清濁音」

の ((m))と 載然たる差があることを示している。1)

以上さまざまな事柄を乱雑に並べたが,今姑く時代順に整理して卑見を述

べて見ると,

(J中 国上代 (漢晋代)に おける「馬」の字音は ((maDで あったろう。

(aこ の音は早くから日本に伝えられたことと考えられる。

(0六朝においては,こ の((maDと いう字音は政治文化の中心地の移動により,

自然に北方を去って南方江南地方に移り,南方の上音とは別に,古典音と

して文化の流動の中に根強い命脈を保ちつづけたことと察せられる。この

頃の明母がやはり〔m―Dで あったことは前記満田博士の南北朝時代訳経音

に明らかに示されている。

(4-方 ,北方 (黄河を中心とする地方)では,そ の地方の土音を主軸とする

字音の変動が行われ,隋唐になると,政治・文化の中心地の北方復帰にと

5)藤堂明保博士の “漢字の語源研究"に も上古音として馬 ((mag))を 収めている。

(p。 45)
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もない,新音と旧音との混合現象が生じ,こ れの整理作業が行われたが,

実用の面では北方独自の転音が生じ,明母にも um―Dと ((mb_))と の二態

が生じた。αmb―D音はチベット音の “ゆるい声立て"に類した発音癖に近

い 。

(励 日本の学僧たちで唐代に彼地に留学した者は明母の新音 ((mb― ))を習得し

てこれを当代の正音として持ち帰った。

(oそ の新音は即ち日本へ「馬」((ba))(バ )と して移入せられ,学僧や儒者た

ちはこれを “漢音"と 称して正音と受取り, 従来の ((ma))(マ)を却って

俗音と見た。

(η その頃は馬と同頭音の「麻・摩」も漢音 (バ)と して受入れられた風である。

(0然 し,馬 (バ)と いう音は,公式の官用語や儒者たちの間にのみ用いられ

たので,後に述べるような理由により,(マ )が根強 く生き残 り,学者た

ちも (マ )を無視することが出来なくなり,(マ )と (バ)と が共に力を

競 って「マ系」と「バ系」との二様の読み方が行われ,「天馬」(テ ンマ)

(テ ンバ)の如 く同一語で (マ 0バ )両様によむことも行われた。

(9そ れと共に,こ れもまた後に述べるところの (メ )と いう音が仏経と共に

伝来し,結局 (バ 。マ・メ)と いう三音が対立した。

COた だし,麻字は (バ)よ りも (マ )の方の勢力が強 く (マ )と よむ場合が

圧倒的であった。

(lD他面,(マ )は伝来が古いため日本に土着し和語と同じように見られるに

至った。それは「馬」 (う ま)と いう動物そのものが「ま」という名称と

共に日本のものとなってしまったからである。

(10動 物の「馬」を「 うま」「むま」「ま」と呼ぶことについては次項におい

て考えたい。

6。 馬 の 伝 来

(マ)と いう字音を考える上において,動物としての馬そのものが何時頃

何処から伝えられたものであるかを一応調べて見る必要がある。馬の伝来に
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ついては既にそれぞれの専門的研究があることと思うけれども,こ こにはそ

れの詳細な叙述を援 く必要はない。従来の諸説の帰結を簡単に知ればよいの

で,主 として『 日本歴史大辞典』の馬の項から大略を引用させて貰 うことに

する。

(J“ 魏志倭人伝"に は「その地には牛馬虎豹羊鵠無し」とあるが,考古学的に

は縄文式遺跡から馬歯が出土しているので日本にも,古 くは野生馬が棲息

していたことがわかるという。

鬱)然 し,次の弥生式文化期には馬関係の検出物が極めて乏しいというから,

野生馬も追々絶えかけたのかも知れない。

6)次 いで,古墳時代には,概略的にいうと,馬具・埴輪馬・壁面絵画・石馬

などが多いが,古墳時代の中期には数少ないその馬具の殆んどが大陸から

の輸入品であることと,中期末以後には馬具の副葬品が多い,云々。

以上の事から考えると,野馬の時代と大陸からの輸入馬の時代とがあった

らしく,宮崎県の原野には今 日に於いても野生馬が居るそうで,専門家の

話ではンベリヤ大陸から陸つづきの時代に入って来て内地にも野馬が棲息

していたのだという。

に)日 本書紀,神代の巻の一書には,保食神 (う けもちのかみ)の屍体から牛

馬が化生したという神話が記載されているが,それは野馬が人間の生活圏

の中に入 りこんだ時代を表現したものであろう。

(5)進 んで,雄客・皇極 0天武紀になると,馬 が被や神祭に用いられた例が多

いということで,それは馬が追々人間の日常生活に無 くてならぬものとな

る過渡的な状態であったろう。

161又 ,古 く,応神紀以来朝鮮を介して馬の輸入と馬飼育の技術の導入とが行

われ,馬 は牧による育成と共に大陸や半島から良馬の輸入が要求せられた

こと|ま 馬具の輸入と相待って騎乗用の良馬を物語って居よう。

に)そ れ以後の時代には馬飼育の専門家が帰化し,馬が駅馬・伝馬として交通

機関に用いられ,更に軍用として重視せられ,馬飼育が奨励せられ,平安

初めには馬寮が置かれた,云々。
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一体,馬 は和名抄 に「 四声字苑云,馬南方火畜也」 とあるか と思 うと,室

町時代の下学集には北方胡地の産であるが故に「胡馬」という,句 に「胡馬

噺北風,越鳥巣南枝」とあるのがその証だと云っている。然し胡馬 (ウ マ)

の説は信じ難い。

さて,先秦時代以前の馬の名称が何であったかは知り得ないが,漢土では

既に漢魏以前の上代に於いて「馬」字は〔ma))で あったと推定せられている。

(前記高畑説)。 朝鮮の現代音も((maDで ある(古 い字音は明らかでない)。 従

って応神紀頃の馬は日本語の中へ

“

manと ぃぅ字音で移入せられたのではな

かろうか。もっとも,「馬」字は唐の時代に((maDと (ba))と に分かれかかっ

ていたので,そ の頃の一つの過渡的な姿として ((mbaDと いう変態音節が現

代にも 〔maD((ba))の 間にまじって西北方音の一つとして残っていることを

考えると,唐代から今日まで 1千年以上もそのまま変らず生き残っているの

に一種の驚きを感ずる。

ひるがえってこの文の “はじめに"の所で触れたように,古来,日 本には

「馬」に対して「 うま」「むま」という二様の表言己があるが,「むま」という

のは「 うま」の単なる別体表記ではなくて,αmaDに対するαmmaDで あっ

たろうことは今日では既に常識の域に入っている。 この 〔mma))と いう発

音は甚だ複雑な意味を持っているもので, 日本語としては 〔uma))に しても

αmma))に しても2音節の語である。これに対して漢土の

“

maDは 1音節語,

αmba))と いう発音にしても中国語としてはやはり1音節である。このはma))

が言葉として日本に入って来た時に日本ではこれをどのように受け取ったか

が問題である。一体 ((maDと いう発音が αmba))と 変じたのは αma)と いう

音節がゆっくり発音せられたが為めであり,今 日でもこの語は上声(第 3声 )

であるから昔の面影を残していると云ってよかろう。殊に音の初めをゆっく

り発音すると((ma))の前にもうひとつ唇を閉じて,じ っと待期する時間が生

じ,自 然に ((mma)と いう音節になり,中 国語としてはこれもまた 1音節な

のである。そこで ((ma))>α mmaD>“mbaDと いう経路が想定せられ,漢土で

は,((maD((mbaDが 存してαmmaDが消えたが, 日本へは((ma)と 〔mma))
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の形の時に輸入せられ,((mma))は 日本流に2音節語に変り, 更 に変 じて

((uma))と なり,す っかり日本語と化したが,((ma))の 方はそのまま 1音節の

形を保ち「馬」字の字音として残ったのではなかろうか。少 くともそうした

可能性は十分考えられると思 う。

日本の方言として「牝馬」のことを (ダ ンマ)と言い,「牡馬」のことを

(コ ンマ)と いう所が多い。殊に前者は東北地方から鹿児島・奄美大島にま

で及んでいる。1)(ダ ンマ)は元来 “駄馬"の 義で,乗用の牡馬に対し運搬用

馬の意であることはわかるが,(コ ンマ)の方は「駒」という字が宛てられ ,

乗用の男性馬を指したと見える。推古女帝の御歌に,

宇摩ならば日向の古摩

太刀ならば呉のまさひ2)

とあるように,理想的な馬として「駒」 (コ マ)が うたい賞められている。

駒という漢字そのものは和名抄に援かれた王仁熙切韻にあるように“馬の子"

であり,和名として (古万)が宛てられている。当時「馬」が ((ma))で ある

ならば “子馬"は (コ マ)で あり,又若し「馬」が ((umaDで ぁるならば「子

馬」は (コ ウマ)で あり,((mma))で あるならば「子馬」は (コ ンマ)で あろ

う。若い 203才 の牡馬が騎乗用として秀れていたのならば,制1馬 を(コ ンマ)

と呼ぶ方言は古い形を伝えるものではあるまいか。叉,「駄馬」も ((dammaD

を示して居り,こ れを (ダバ)と いう如きは後世風の漢音よみに属するもの

である。

但し, ここに最も注意せねばならぬことは,「馬」字が日本に伝わった時

にその字音 ((mma))が 日本語として土着すると,それが日本流には 2音節語

であるために ((u― maD(宇摩)と 表記せられ,後世の学者たちによって (マ )

((ma))の場合は ((u― maDの上略音であると認識せられてしまったことである。

ちょうど, これは 1音節語の「渋」((SipDが 日本語に入 って 2音節語の (し

ぶ)と なり,同 じように「絹」((kien))が (き ぬ)と なり,「菊」((kiuk))が

1)東条操氏 “全国方言辞典"に拠る。

2)日 本書紀,推古紀,歌謡。
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(き く)と なったようなもので, ただ違うところは馬の αmmaDが表記せら

れる時に 1音節語の (マ )と も, 2音節語の (ム マ)(ウ マ)と もなったこ

と,こ れは ((mm― ))と いう二合唇音が認識せられる時の都合で 1音にも2音

にも受取られたからであろう。

そこで,「馬」に (マ )音があり,又 (ム マ)音があるとすると,学者た

ちは (ム マ)は 日本語で,(マ)はそれの略音であるとして処理したのであ

る。「渋・絹・菊」を日本語化した 2音節語として処理することが妥当であ

ると同様に (む ま)(う ま)を 日本語化した音節として処理することは許さ

れようが,漢土から伝えられた (マ )を も同じような意味で日本語化したも

のと見ることは許されまい。これを (う ま・むま)の略であるとする時は,

どこまでも和語の問題となって,それでは字音の埓から除外されてしまう。

若し,こ れを漢土の αmaDの 伝来 したものであると見るならば,ど こまで も

字音として取扱わなければならぬわけである。

これに最もよく似た例は「梅」 (う め・むめ)の場合である。 日本書紀に

は (メ )の 仮名として「阿梅」 (天)な どと用いられているが,万葉集には

(う め)の表記に (梅)の外,(宇米)(汗米)(有米)又 (鳥梅)(宇梅)が多

く用いられているのは,元来「梅」の字音が

“

mme))で あったのを,時に2

音節と見て (梅)一字に代え,時に一音節と見て (鳥梅)と 表記したのであ

る。

「馬」の方は,古事記に仮名としての使用例はないが, 日本書紀には「阿

箇悟馬」 (赤 駒)と いう一例がある。1)こ れは言 うまでもなく「馬」(マ )を

字音と見たのに他ならない。そこから見ると万葉集で

宇 馬 (馬)  第14巻 3538番。

古宇馬 (子馬)  同  3537番。

古 馬 (駒)   同  33870353903542番 。

などの使用例が見えるのも同様のものと見るべ く,即ち上の場合は「馬」は

1音節の字音 (マ )を意味するものに違いない。然るに春登上人の『万葉用

1)天智紀の童謡。
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字格』では「マ」の部に「尋音」 と標して “万・満・末 0麻・摩・馬"の六

字を出し,下に「麻以下三字通音也」と注し,同書凡例に「それが中に通音

転音の類はもとより本音ならねば略音の下にかね載せつ。」 とある。 これは

漢音 (バ )呉音 (メ )を正音とする立場から言っているので,万 葉 集 に は

「馬」が (メ )と しても用いられているので (バ)(メ )以外はすべて正音

ならずという考に立つものである。 但し,「麻・摩」をもその格で 律してい

るのは漢音 (バ)呉音 (メ )を堅持するもので (マ )を一切認めぬという強

硬態度と思われる。現代の『万葉集大成』において(宇馬)(古 宇馬)の (馬 )

をば “仮訓"と し,(宇梅)(鳥梅)の (梅)(メ )を “仮名"と しているのも

通じにくく感ぜられる。 これらは恐らく「馬」 (マ )は 字音にあらず, 日本

語化した字訓なりと見ているからであろう。

上のような複雑な事情は歴史という幾重にも重なり合ったカーテンにさえ

ぎられて,学者たちの分類の手に余ったものと考えられる。それ故に「馬」

に対する (マ )音を呉音と見たり,或は慣用音・通音
1と して食客扱いをした

り,或は純然たる国語の領分に入るものとして漢字音から除外してしまうよ

うな現状になっているのである。

7。 「′馬」 の 男J音

さきに現代の辞書を一見した時,「馬」の字音として (ボ )(ム )を 挙げた

辞書が相当にあった。これは古音として取 り上げたのであろうと思 うが,今

『集韻』に「満補切,音姥」 (ボ )と あるのが その拠点であろう。 「満」は

「唇音の清濁音」ではあるが頭音では暮・武・晩 0万・蛮などの一類である

から,漢音としての頭音が〔b― ))と なるのに不思議はない。そうすれば「馬」

満補切 (ボ ),又 ,こ れに対応する呉音を割 り出すと,「万」 (バ ン・マン)の

格で ((bOD対 ((mODと なる道理であるけれども,こ の反切の韻字「補」は漢

音 (ホ )呉音 (フ )で あるから「暮」 (ボ ・ム)の格で満補切では呉音 (ム )

となるわけである。この呉音が実際に在ったかどうかは明らかでないけれど

も,「詩の鄭風,叔千田」に (野・馬・馬 0武 )と いう通押がある以上 (武 )
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の呉音 (ム )と (馬)の呉音 (ム )と は無縁なものではあるまい。同列の字

音 |こ は,布 (ホ ・フ)簿 (ボ ・ブ)都 (卜 ・ツ)奴 (ド 0ヌ )な どがある。

又,も ろもろの辞典が (ム )と した中に大漢和が (モ )と して居るのは注目

すべきであろう。漢音の (ボ )の生じた経路は αma))>((mbaD>“ ba))>((bЭ D

>〔 bO))か と思われるので,ひ とまず (ボ )は (バ)か らの転化ということに

なる。 現代江南地方の方言に「馬」((mO))と あるのも ((ma))>((mЭ ))>((mOD

という転化系統であろうと考えられる。

なお,飯田博士の『 日本に残存せる中国古韻の研究』に依れば「馬」 (ボ )

の用例として『無縁雙紙』巻一に“疲馬瀬牛"(ハ ボランニ)巻五に“経馬等"

(キ ンボテン)と いう読音を出しているけれども,後年の同氏著『日本に残

存せる中国近世音の研究』によれば無縁雙紙という書は「曹洞臨済宗用」の

書で, 日本の足利義尚歿後に編纂されたものであるというから,其の他の読

み方から考えても,こ の書に盛られた異常な字音は多分に宋代以後の読音に

類すると認められるし,右に挙げた『中国近世音の研究』には同じような材

料から抜いたものに “農 J亀確軍"“廷ノ亀等 "“極ッ亀等"“孫採フ亀1番 "“鳥葛ム毛"

など (マ ・バ・ボ)の諸音が混じて居 り,多分中古の音の残存かとは思 うが

(ボ )に対する説明のないのが遺憾である。

ただこの転音 (ボ )が必ずしも唐代あたりから新しく生じたものでないよ

うにも思われるのは,右の飯田博士の『古韻の研究』の方に次のように『詩

経』と『書経』との用例が挙げられて居り,

「詩経・周南・漢広三章」 (楚・馬)

「書経・五子之歌」 (下・婦・予・図・馬)

これに依ると「馬」((bODと いう字音は既に先秦代から存したことになり,少

なからぬ昏迷を感 じさせられる。この例は多分『江氏音学十書』から得られ

た資料かと思 うが,今,顧炎武の『音学五書』の「詩本音」を閲すると,(楚

・馬)の押韻を掲げ,馬 は「古音莫補反,姥 卜同ジ。考フルニ,馬字,詩ニ

凡ソ十四見,書ニー見,易ニー見,左伝二二見,楚辞二二見ス。並ビニ今 ノ

二十五馬 卜同ジク,躁・瓦等ノ字 卜混ジテー韻タリ。」 とある。 更に同書の
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「唐韻正」巻九「馬」の項を見ると,上に挙げた群経の用例を一々掲げた末

に「史記索隠1)二 ,姥,毛伝二凡ソ馬ハ皆読ムコ ト姥 ノ如ン。」とある。

これらを綜合すると,「馬」 (バ )(ボ)の両音は唐代以後に生れたもので

はなくて先秦から並び存した様子である。ただ,(ボ )(ム)な どは当時の別

音として方音的な地位のものではなかったろうか。

8。 「馬」の 呉 音

もう一つ「馬」の呉音として広 く伝えられるものに (メ )が あり, 日本で

は馬鳴菩薩の如 く仏経の読音として普及して居るが,馬寮・主馬など (バ・

マ)音 とも並行して普通語の中に用いられても居る。 すでに(マ ・バ・ボ)

等を考察したので,(メ )は どうして 成立したかを 考えねばならぬ段階に来

た。

思 うに,現代アモイ音の中に稀に「馬」((bbe))と いう方音があるだけで古

典音としては一向に見受けない所から推すと,((me》 ((bbe))は 地方的な訂ヒ音

が,やがて或る時代に定型化して,主 として南方において使用せ られ た の

が,時代と共に消え失せたものであろう。それが古い時代に仏経の読音とし

て日本に渡り,呉音として迎えられたのではあるまいか。この外更に知ると

ころが彙い 。`

元来 ((meDと いう音頭から見ると,必ずや ((ma))か ら発し, 途中 uma)

((mC))と いう中間音を経て ((me))と なったものであろう。或は古い時代の中

国音で ((ma))を ((mε ))に 近 く発音したのを日本の於いて ((me))と して受け

取ったのかも知れない。 これは音節受け渡しの時に起こる音域の 問 題 で ,

((ma))～((mC))を αmcD～ ((me))と して受取ることは十分に在 り得る。この事

は日本の上代における特殊仮名遣いにも関連する問題だと考えるが,こ こで

は言及することを避けておく。

今,(マ ・バ・メ・ボ・ム)の関係を推定して 一つの系統図を作ると次の

ようにもなろうか。

1)唐 の司馬貞の音義。
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(カ ソコ内の音は用例未見のものである。)

(中 国上 代音)

(中  国)      (mma)(馬
)

↓

「

~~~~mba

mo(モ )

↓

(mu)(ム )|

ba
―

―

―

⌒          → ba(漢音)

一体,漢字の性格から云って (←a))の 韻が α―e))の 韻に転化する例は相当

に多い。 (勿論その逆の場合を考えることもできる。)今,若千の例を挙げる

と,

力・クワ>ケ・ゲ (家・下・化・瓜・花・価)

ナ>セ  (斉)      夕>テ  (帝 )

ハ>へ   (覇 )       マ>メ  (馬・米)

力・ガ>グ (夏・牙・雅)  ダ>デ  (代 )

即ち,万葉仮名として

“

一e))の音節に使われているものが少なくない。

9。 漢音・呉音 の枠

さて,以上たどり来ったところを振返って見ると,ま ずその複雑さに驚 く

と共に,こ ういう複雑な字音を辞書の中に採り入れる段になると,ま ことに

容易なものでないことを更に痛感せざるを得ない。

これは何故であろうかを考えて見る。古来我国には「漢音」「呉音」とい

う厳然たる字音の枠が存在して,いかなる漢字音でも原則的にこの枠によっ

て処理することが長い間厳重に行われて来たためであろうと思 う。昔,漢音

誦習を強制して詔を下されたことさえあったそれ程に,国語に対する政策め

↓
(伝来音)mma一 一→

{T二1:{ぢ ます}国
語

↓
ma(古音)

一→(mmC)一→me(呉音)

本 )(日

立日代

―
↓

ｍａ

現国中
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いたものが活動し,儒者は漢上の古音を数多 く知ることに腐心し,何れを正

とし何れを俗とするかは先学の教によって長い伝統があり,仏経は仏経で ,

伝 誦の間にこれまた師資相 承して一歩もゆるがせにせぬ趣 があった。 それ

にも拘らず字音は時と所とを換えるに従って変貌をやめず,一方に新音があ

らわれると,一方に死滅する字音があり,伝統の力でも抑え切れぬ所が生ず

るのは,各方面何事でも同様であるわけだから,こ れらの複雑な字音群の処

理には悲鳴を上げざるを得なかったのだと思 う。

それ故,現代の辞典における漢字音表記の態度は,た だ有らん限りの古典

音を並べ立てるのではなくて,自 然に何らかの決定が行われ ,

(A)漢 音・呉音だけを正音として示す。

(B)中 国の字典に依拠して古音をも広 くとり上げる。

(C)日 本において現代実際使われている字音のみをとり上げる。

(D)漢 音 0呉音以外のものを「通音」「慣用音」として収める。

と云ったような数種の態度が生ずるのである。

而して,漢音・呉音を必ず示すという建前からは相当に無理な結果 も生じ

て来るわけで,そ の顕著な例としては太田全斎の「漢呉音図」のように強い

て機械的に字音を作り上げるという例さえあった。

近時において「漢・呉音」の区別を示さぬ辞典のあらわれたのは,そ うし

た欠点を避けたものではなかろうか。

10。

殆んど結語を綴る必要がないまでに各項で詳しく述べたが,要するに,辞

典でお粗末に扱われた「馬」 (マ )と いう字音は, 中国の上代から現代に至

るまで厳として変らぬ一系統であり,始め日本はこれを 〔mma))と 受けて国

語 (む ま)(う ま)を生んだが,字音として定着した ((ma))は 決して消えた

ものではなく,例 えば馬屋 (マ や)馬淵 (マ ぶち)馬放 (マ はなし)な どの

語初の (マ )を (う ま)の略 (広辞苑)と するのには軽々しくは賛成しがた

い。それでは一方に漢和辞典類の「慣用音」に (マ )を掲げているのと矛盾

び結
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することにもなる。

日本書紀や万葉集での用例のように,上代に「馬Jを (マ )の音仮名として

使っていたことは何としても動かせぬ事 実で,語 彙によっては国語の (む

ま)(う ま)の上略という用法が あったかも知れぬが, すべての「馬」 (マ )

を皆国語音扱いにするのはどうかと思 う。青梅 (ア ヲウメ)>(オ ウメ)の梅

が国語音の 略音だとしても, だからと云って宇梅 (う め)の「梅」 (メ )を

国語音とすることの妥当でないことは第 6項で挙例した通 りである。

つまり「馬」 (マ )と いう字音が日本の国内で土着し, やがて三分して,

一は国語の ((m―maDと なり,一はそのまま字音の ((maDと して残ったのだ

が,不幸にして,そ の字音に対応する純日本語が無かったために (む ま・う

まは字音から変化したもの)使用度が頻繁になると ((ma))と (む ま・うま)

との区別が混乱し,何れが国語,何れが字音とたやす く区別しがたくなり,

後世ではその処置に困り,或は通音とし,或は慣用音としたのであろうが,

(マ )を思い切って削ってしまうのは何としても武断過ぎはしないか。中国

では上古から現代まで,北方も南方も「馬」((ma))で 変らず一貫しているの

に,日 本では字音として 〔ba))と 〔meDと しか無 く 〔ma))は これを取り上

げるわけに行かぬというのも聞えぬ話だと思 う。

さて,それならば (マ )と いう字音を漢音・呉音の何れに入れるべきかと

なると,こ れまた困難な問題である。要するに漢音・呉音という歴史的な冷

たい鉄の枠がこういう困難を生んだので,も し何等かの名称がどうしても必

要であるのならば “古音"と いう名を与えるべきであろうか。

(1965.12。 12 希高)




